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0医療分(収支見込み・概要説明等)

4.J一』

コ

、
2

ー
ー

20001126
テキスト ボックス



機密性2

1 医療分の令和5年度平均保険料率

(1)これまでの議論の経緯

令和5年度の保険料率にっいては、①医療費の伸ぴが賃金の伸びを上回るという財政の赤皇撞造が解消
されていないこと、②不透明さが増す経済状況の中、コロナ禍前のような

期莅丕さ^こと、③

イ'

た。

また、運営委員会において、事務局からは、 5

齢者人口が最も多くなる2040年に向けて、医療費適正化や健康寿命の延伸に最大限保険者の役割を果たし
ながら、.できる

勺金の一戸の声加が込まれていること等を踏まえ、運営委員会において議論が進められ

る ことに

運営委員会では「本来であれぱ保険料率引き下げの検討をお願いしたいところだが、将来の財政状況を

考慮すると、

全 カミコロ

い
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支部評議会においては、意見の提出があった支部は47支部あり、そのうち、「平均保険料率10%維持」

の意見が39支都、「引き下げるべき」との意見がコム支都、「平均保険料率10%維持の意見と引き下げるべ
きとの意見の両方の意見があった(両論併記)」がZ立部であった。

言刃

^

サのフ

^

で

1 ゛、

る」との考え方を示した。

( 2 )

①

)'10%

Ⅶ0%

10%

上口って

協会としての対応

平均保険料率について

令和5年度の平均保険料率については、1Ω%宣錐控する。

保険料率の変更時期について

'

②

"えオ'いよ'衣力していきたいこれが

ニ'1"ー

まやむ

していただきたい」など、10%維持に賛同する意見が大勢を占めてい

、゛,

しを提示し、理事長からは、「65歳以上の高

していることや、令和5年度以降は

05

"乱、」、「制度を安定的に運営していくため、丕窒亙限旦
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又 の世加が伽
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機密性2

¥

《現状・課題器

ψ協会けんぽの令和3年度決算ば収入が11兆1,280億円、支出が10兆8,289億円となり、前年度に減少していた医療費が新型
コロナウイルス感染拡大前の水準を上回り、支出が大きく増加した。このことにより、収支差は2,991億円と前年度の6,183億円から

大幅に減少した。

y 協会けんぽの今後の財政にっいては、医療費の伸びが賃金の伸びを上回るとし6財政の赤字構造が解消されていないことに加え、以
下の要因により楽観を許さない状況である。

.被保険者数の伸びが平成29年9月をピーク1詮屯化傾向にあることや、世界情勢の悪化に伴う資源価格の高騰等で不透明さが
増す経済状況により、コロナ禍前のような保険料収入の増加が今後も続化は期待できないこと。

.医療給付費がコロナ禍前の水準を上回って推移していることや、令和5年度以降は1麦期高齢者支援金の一層の増加により、支
出の増加が見込まれていること。

.健康保険組合の令和4年度予算早期集計では、約7割の組合が赤字を計上している。今後、協会けんぽと同様に、団塊の世
代の75歳到達により後期高齢者支援金が急増することが見込まれ、財政状況の悪化した組合が解散を選択し協会けんぽに移る
事態が予想されること。

.高額な医薬品や再生医療等製品の薬価収載及ぴそれらの収載後の効能・効果の追力Πによる処方患者数の増加等、医療費の
伸びに大きく影響する不確定要素力勺字在すること。

ψこうした状況も踏まえながら、今後の財政状況を見通す観点から5年収支見通し等の財政状況に関するシミユレーシヨンを行ったところ、
平均保険料率10%を維持した場合であっても、数年後には準備金を取り崩さなけれはならない見通しとなっている。

゛ー

令和5年度平均保険料率に関する論点

n、
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機癌性2

1

i【1食点1

11》協会の財政構造に大きな変化がない中で、今後の5年収支見通しのほか、人口構成の変化や医療費の動向、後期高齢者支援

金の増加等を考慮した中長期的な視点を踏まえっつ、令和5年度及びそれ以降の保険料率のあるべき水準にっいて、どのように考

えるか。

※令和4年9月14日運営委員会安藤理事長発言要旨:「65歳以上の高齢者人口が最も多くなる2040年に向けて、医

療費適正化や健康寿命の延伸に最大限保険者の役割を果たしながら、できる限り長く平均保険料率10%を超えないよう努

力していきたい。これが私の「中長期で考えるにとに関する現状認識である。」
1

2.

《ぐ現状・課題冷

ψこれまでの保険料率の改定においては、都道府県単位保険料率へ移行した際(平成21年9月)及び政府予算案の閣議決定が

,

1 越年した場合を除き、4月納付分(3月分)から変更している。

Ii【論点1

1》令和5年度保険料率の変更時期にっいて、令和5年4月納付分(3月分)からでよいか。
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第89回全国健康保険協会運営委員会(平成29年12月19日)

理事長発言要旨

0 平成30年度保険料率にっいては、本委員会において9月以降4回にわたり

精力的にご議論をいただき、委員長をはじめとする各委員の皆様には、厚く感謝

申し上げる。

0 今回の議論に当たり、先ほどの資料1にも記載のとおり、協会の保険料率の設

定には裁量の幅があり、財政状況の期間をどのように考えるかは選択の問題で

はあるが、より中長期の財政見通しも踏まえながらご議論いただくため、委員の

皆様からのご提案に基づき、今回は今後の保険料率のシミユレーションを新たに

提示させていただいた。

0 これを見ると、平均保険料率の10%を維持した場合であっても、中長期的に

は10%を上回るという大変厳しい結果となっている。このシミユレーションでは、'医

療費の伸ぴが賃金の伸びを上回る財政の赤字構造が続いていくことや、団塊の

世代が全て後期高齢者となっている2025年度以降も高齢者医療への拠出金

が増大していくこと力哨む提となっているが、医療費適正化等の保険者努力を尽く

してもなお、こうした前提は現実として直視せざるを得ない状況にあると考えてい

る。

0 今回、運営委員や各支部の評議員の皆様からの意見では、平均保険料率

10ツ0維持と引下けの両方のご意見をいただいた。従来から平均保険料率

10%が負担の限界であると訴えてきており、やはり中長期で見て、できる限りこの

負担の限界水準を超えないようにすることを基本として考えていく必要がある。

0 また、協会けんぽは被用者保険のセーフティネットとして.の1斐割が求められ、それ

を支えるために、厳しい国家財政の中でも多額の国庫補助が投入されていること

も踏まえれぱ、加入者や事業主の皆様はもちろんのこと、広く国民にとって十分

にご理解いただける保険料率とする必要があると考える。

0 以上を踏まえ、協会としては、平成30年度の保険料率にっいては10%を維

平成30年1月29日

第90回運営委員会資料
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持したいと考える。

0 なお、激変緩和率にっ.いては、平成31年度末とされた現行の解消期限を踏

まえて計画的に解消していく観点から、平成30年度は10分の7.2として10

分の 1.4の引き上けを厚生労働省に要望し、保険料率の変更時期については

平成30年4月納付分からとしたいと考えている。

0 最後に、来年度以降の保険料率にっいての議論のあり方にっいて、一言申し

上けたい。これまで3年間、財政的に余裕があるとし6恵まれた、しかし同時に議

論力凱しい状況において、翌年度の保険料率の議論を行ってきたが、先ほども申

し上けたとおり、医療費の伸び力Y呆険料のべースとなる賃金の伸びを上回るとし6

財政の赤字構造や更なる人口高齢化に伴う拠出金の増大は、容易に変わると

は考えられず、このため収支見通しが大幅に変わるとも考えにくい。

保険料率をどれほどのタイムスバン、時間の幅で考えるかは保険者としての裁

量の問題、選択の問題であるが、私どもとしては、やはり中期、 5年ないし2025

年問,題と言われている以上、その辺りまで十分に視野に入れなけれぱならないと

考えている。3回目の議論を終えるに当たり、中長期で考えるという立ち位置を

明確にしたいと考えている。

平成30年1月29日
第90回運営委員会資料
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第93回全国健康保険協会運営委員会(平成30年9月13日)

理事長発言要旨

0 本日は、幅広いご意見を頂戴しまして、本当にありがとぅございます。

0 今回お話しいただいだ論点1の来年度(平成31年度)の保険料率にっいてど

うするのかというご意見の中で、そのことにっいては、やはり10ツ0、中長期的に考えて
も 10%維持のほうがよいというご意見と、10ツ0維持はよいが、今このような形で協会

の準備金力岼責み上がっていると、その積み上がっている準備金を自らの団体であるとか

加入者や事業主に対して、10%維持が望ましいが、どぅ説明してよいかわからないと

のご意見もいただきました。やはり、これだけ積み上がっているのだから、引き下けてほし

いとのご意見も頂戴しました。

0 皆様の本当に素晴らしい様々なご意見を頂戴しましたが、昨年末にこの運営委員

会でお話しさせていただきましたように、基本的には大きな変動がない限り、この料率

に関しましては、中長期的に考えていきたいという基本は変わっておりません。

0 これから、10月、11月、12月に向けて、各支部でも評議会が開催されます。その

評議会の中で、なぜ準備金が必要なのか、そしてどのようにして協会けんぽを長く安

定的に維持できるのかということをきっちりとお話をさせていただきながら、本日、森委員

と埴岡委員からもお話がありましたが、2040年としら本当に長期的なことも考えなが

ら、私どもは安定的な運営をするために何をやっていかなけれぱいけないのかということ

を考える必要力tございます。

0 私どもとしましては、これから、このように準備金力曠み上がってきているという非常に

恵まれた環境の中で、将来、先ほど推計としてぃろんな数字を述べさせていただいてお

りますけれども、最悪の場合、2021年度から赤字に転じてしまうというような財政状

況の中で、その推計のようにならないように、保険者として様々な努力をし、その数字

がもっと先に延びるようにする努力をする必要があると思っています。そういう努力をして

いきますということで、大変長くなりましたが、基本的には中長期的に考えさせていただ

ぎたい。そして、これからの各支部での議論において、きちんとお話をさせていただきたい

と考えております。
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第118回全国健康保険協会運営委員会(令和4年9月14日)

理事長発言要旨

0 本日、運営委員の皆様より、私が平成29年12月の運営委員会こおいて、「平

均保険非斗率につぃて、中長期で考える」と申し上けたことにっいての現状認識に関す

るご質問をいただも焼ので、私の認識を申し上ι衆い。まず、当時平均保険半斗率にっ

いて中長期で考えると申し上けたことにっいては、問違ってしぬかったと思っている。

0 今回提玉させていたた、院今後の財政収支見通しの試算では、平均保嚇斗率

10%をキ佳持した場合であっても、数年後{こは単年度収支力沫字f区転落する。2025

年には、団塊の世代力ξすべて75歳以上の後期高歯分者{ぴょり、後期高齢者支援金
、コ

の一層の増加が見込まれ、また、2040年1区は65劇X上の高齢者人口が最も多く

なり、今後我々の負担する医療費は確実に増えていく。

0 -方で、現在の平均保険邪悴10%は、保険キ沈お支払いいただいてぃる事業主

及び被保険者の皆様の負担の限界水準であると認識しτおり、できる限りこの負担

の限界水準を超えないように努力することが必要で郁と考えている。

0 また、保有する準備金の水準fこっいては、現在猛威を振るコてし桶新型]ロナウイル

ス感染症と同様、もしくはそ才ル父上の影響力弼る感染症が今後発生しないとは言え

ず、現在保有してし掃約4兆3,000億円の準備金が本当!こ十分加k準であるかど

うかは一棚こは言えないと考えている。大きな金額で1蛎るが、仮fこ4,000万人の

加入者1区一人当たり10万円分の医療費がかかったとしたら、すぐに吹き飛んでしまう

金額でもある。

0 私としては、制度の持続可能性の確保を図り、効率的かっ質の高い医療を実現す

るよう国{区対して働きか吋ていくこと、事業主及び加入者の皆様と協力しながら、保健

事業に一層力を入れていくこと1こよコて、加入者の皆様力^的な生活を送ることが

できるよう{こしていきたい。その結果、一人当たり医療費が増えなし辻う1こ克遡ば、でき

る限り長く、平均保嚇斗率109'燧凌召えオよいようにすること力ぐできる。65歳LX上の高

齢者人口が最も多くなる2040年に向けて、医療費適正化や健康寿命の延伸に

最大限保険者の役害4を果rこしな力ξら、できる限り長く平均保険1斗率10ψ'0を超討よ

いよう努力していきたい。Z才功沫厶の「中長期で考える」ことに関する現状認識である。
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令和5年度保険料率について

(支部評議会における意見)

令和4年10月に聞催した支部評讃会において、.協会は、

・医療費.の伸ぴが賃金の伸びを上回る赤字構造や、令和5年度以降は後期高齢妻

支援金の【層の増加により.支出の増加が児込まれていること等、楽霞視できな

い現実がある中で,できる限り平均保険料率抑郭を超えないようにということを

基本に考えているごと

・協会けん抵の財政につぃて、大きな変動がない限り、中長期的に考えてい・きた

いという基本的なスタンスを変え'Cいないこと t第118回全国健康保険協会運営

委員会(令和4年9月14日聞催)理車長発言要旨(本運営委員会資料1-2 「令

和5年度保険料率に関する論点について(参考資料)」のリ頁,参照)

等1篭つぃてT寧に説朋Lた上で、特段の意.見があれば「令和5年度保険料率{砦つい・て

の支部評讃会における意党j を提出Lていただくミととしている,

意兇の提出状況並ぴに平均保険料率に対しての意見の概要は以下のとおり。

、
0支部絵支都)意見の提出なし

47支部漣5支鰯意見の提出あり

①平均保険料・10%を維持するぺきという支部

②江)と翻の両方の意見のある支部

③引き下げるぺきという支部

(保険料率の変更跨期については、 4月納付分(3月分)以外の意見はなU

1・内は昨奪の支部類

39支部毅.1支劃

7支部 d0支都

1支部陸支都

゛
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機癌性2

1,政府予算案を踏まえた収支見込(令和5年度)の概要につぃて
、..

保険料収入

国庫補助等

その他

R3(2021)年度

協会けんぽの収支見込(医療分)

計

決算

保険給付費

前期高齢者納付金

後期高齢者支援金

退職者給付拠出金

病床転換支援金

その他

(a)

98,553

12,463

264

R4(2022)年度

直近見込

(R4年12月)

(b)

111,280

計

単年度収支差

67,017

15,541

21,596

0

注)

100,646

12,4郭

225

準備金残高

R4-R3

端数整理のため、計数が整合しない場合がある。

(b-a)

113,325

政府予算案を

踏まえた見込

(R4年12月)

(C)

69,240

巧,310

20,556

0

3,843

R5(2023

2,092

▲8

▲ 39

108,289

)年度

2,991

2,045

2,223

▲ 231

' 1,039

▲0

'0

' 291

43,094

99,503

12,749

214

R5-R4

108,950

(C-b)

112,466

4,375

▲ 1,143
-J

294

' 10

47,469

69,094

15,475

22,260

0

3,504

(単位:億円)

備考

H24-R4年度保険料率

R5年度保険料率

661

1,384

▲ 859

4,375

' 146

165

1,704

0

'0

▲ 340

110,334

2,132

10.00%

49,602

10.00%

1,384

▲ 2,243

OR5年度の単年度収支を均衡
させた場合の保険料率

R5年度均衡保険料率:9.78%

2,132
^

H
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.

収
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機密性2

(1)政府予算案を踏まえた収支見込(令和5年度)の概要

政府予算案を踏まえた令和5年度の収支見込は、平均保険料率をユ0%で維持する前提のもとで、収入(総額)
が11,2兆円、支出(総額)が11,0兆円と見込まれ、単年度収支差は2,100億円の見込み。

①収入の状況

収入(総額)ほ、令和4年度(直近見込)から900億円の減少となる見込み。
,主に、「保険料収入」力眺皮用者保険の適用拡大(国や自治体等に勤務する短時間労働者の共済適用)
の影響※による被保険者数の減少等によって1,140億円減少することによるものである。
※被用者保険の適用拡大は令和4年10月から開始されているため、令和4年度は10月~2月の5か月分の影響を見込んでいたが、令和5年度は12か月分の影響となる。

②支出の状況

支出(総額)ほ、令和4年度(直近見込)から1,400億円の増加となる見込み。主な要因は以下のとおり。

、「保険給付費」にっいて、加入者1人当たり保険給付費の増等の増加要因はあるものの、令和5年度薬
価.改定や被用者保険の適用拡大(国や自治体等に勤務する短時間労働者の共済適用)1こよる加入者
数の減少等によって150億円減少する。

ー「高齢者医療への拠出金等」について、団塊の世代が後期高齢者になり始めていることで、後期高齢
者支援金の概算額が増加すること、令和4年度は令和2年度分の拠出額が精算されたことによる戻り分
の影響が大きくあったが、令和5年度はその影響が小さくなること等によって1,870億円増加する。

"「その他」1こつぃて、令和5年度は、令和4年度と比較'して、主に国庫補助の精算(国庫特例減額措置分)
による返還額が減少すること等により、340億円減少する。

③収支差と準備金残高

令和5年度の「収支差」は、令和4年度(直近見込)より、2,200億円減少して2,100億円になる見込み。
(収支均衡料率は、9.78%の見込み。)
令和5年度末時点の準備金残高は5.0兆円の見込み。
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機癌性2 、

地方公務員等共済組合法の改正による共済組合員資格の適用要件の拡大に伴い、業態が公務である非常勤職員等が共済組
合員となり、2022年10月は大きく上昇した。

305,000

(円)

平均標準報酬月額の推移

協会けんぽの平均標準報酬月額の動向
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機密性2

、

14,000

r

協会けんぽの加入者一人当たり医療給付費と対前年同月比伸び率の推移
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0介護分(収支見込み・概要説明等)
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機密性2

1.令和5年度の介護保険料率と介護納付金について

保険料収入

国庫補助等

その他

協会けんぽの収支見込(介護分)

胎(2021)年度

計

介護納付金

その他

決算

計

R4 (2022)年度

単年度収支差

注)

10,893

準備金残高

端数整理のため、計数が整合しない場合がある。

直近見込

(R4年12月)

10,893

10,291

55

R5 (2023)年度

政府予算案を踏まえた見込

(R4年12月)

10,202

1

10,345

547

10,202

1 18

10,494

43

11,321

、0

10,537

、ノ

(単位:億円)

▲ 335

備考

▲ 217

11,321

R3年度保険料率: 1.80%

R4年度保険料率. 1,64%

R5年度保険料率: 1.82%

納付金対前年度比

11,135

11,135
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▲ 30
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機密性2

介護保険の保険料率.については、単年度で収支が均衡するよう、介護納付金の額を総報酬額で除
したものを基準として保険者が定めると健康保険法で法定されている。

令和5年度は、令和4年度末に見込まれる不足分(217億円)も含め、単年度で収支が均衡するよ
う1.82%(4月納付分から変更)とする。

介護保険の令和5年度保険料率について

(参考)
健康保険法第160条第16項

介護保険料率は、各年度において保険者が納付すべき介護納付金(日雇特例被保険者に係るものを除く。)の
額を当該年度における当該保険者が管掌する介護保険第2号被保険者である被保険者の総報酬額の総額の見
込額で除して得た率を基準として、保険者が定める。

各年度の介護保険料率は、次の算式により得た率を基準として、保険者が定めることとなっている。

介護納付金の額

1.64%から令和5年4月以降に1.82%へ引き上げた場合の令和5年度の保険料負担の影響(被保険者1人当たり、労使折半前)

〔年額〕フ,819円(71,242円ヲフ9,061円)の負担増
〔月額〕 576円( 5,248円→ 5,824円)の負担増

(注1)標準報酬月額を320ρ00円、賞与月額を年1.575月とした場合の負担を算出したものである。
(注2)「年額」は令和5年度の標準報酬月額(12か月分)と賞与の影響額であり、「月額」にっいては標準報酬月額(1か月分)によって算定しだものである。

介護保険料率
介護保険第2号被保険者(40歳~64歳)の総報酬額総額の見込

＼
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機密性2

令和3年度インセンティブ制度の評価結果について
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機癌性2

0インセンティブ制度は、支部ごとの加入者及び事業所の行動等を評価し、その結果に基づき、インセンティブを付
与し、翌々年度の都道府県単位保険料率に反映させる制度で、平成30年度より運用を開始している'

0令和3年度には、成長戦略フォローアップ(令和2年7月17日閣議決定)を踏まえ、運営委員会及び評議会から
制度の見直しに関するご意見もいただき、イン.センティブ制度の見直しを行なった。見直し後のインセンティブ制度
については、令和4年度実績に基づく令和6年度のインセンティブ保険料率から反映することとなる。

0令和3年度実績については、見直し前の評価指標の実績値に基づき算出を行った

令和3年度インセンティブ制度の評価結果につぃて

なお、令和3年度実績に基づく△口5 声のインセンテブ
開催)でお示ししたとおり、法令に基づき
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機密性2

令和3年度(4月~3月確定値)のデータを用いた実績
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機癌性2

令和3年度(4月~3月確定値)のデータを用いた実績
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指標2,・特定保健指導の実施率の得点及び
当該評価指標に係る各項目の全国平均との差
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機密性2

令和3年度(4月~3月確定値)のデータを用いた実績
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機密性2
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221%

220%
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2.13%

2.12%

2.11%

2.10%

2.09%
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2.07%

2.06%

2.05%

令和3年度実績(4月~3月確定値)・のデータを用いた試算
【令和3年度実績評価・才令和5年度保険料率へ反映した場合の試算】

.一御雌懸御加甑泌鶏叩曝脚御"創腰.)

2.192%

0.01 (ヅ鷲

(※1)

'ー'ぶ減算分 に=減算後
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^全国平均(=加減算前)※得点=偏差値一偏差値中央値
ト§§§§ミ§ミ§§§S^'1^'ゞ、ミ叉ゞゞゞ、ベ"'、、、、、、叉選

※1 令和5年度保険撃俸1こおける後期高齢者支援金相当の保険料率は、令ネロ5年度の後期高齢者支援金及ぴ総報酬額の見込み額を基{^出するが、現時点で1ば末確定であるため、令和3年度決算における後期高齢者支援
金相当の保険料率(2.1929'0)で仮置きしてし、る.

※2 令和5年度保険料率{こ力U算されるインセンティブ保険料率は、令ネロ3年度の総報酬額に0.01%を乗じぇ額を令和5年度d総報酬額の見込み額で除することにより算出するが、現時点では未確定であるため、0,01%で仮置きして
いる。
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機密性2

'見直心の全1本像

0協会のインセンティブ制度は、事業主及び加入者の行動変容を促すことにより、加入者が自ら予防・健康づくりに取り組むことで健康度の向上
、、

を図り、将来の医療費の適正化にも資するよう、保健事業の指標における支部間の実績の均てん化及び全体の底上・げを図ることを目的とする。

1蟹価拒根の見直し.____
K現丘Σ

参考⑤見直し後の協会けんぽのインセンティブ制度にっいて

^ーー^^.^^^.昆^^^^、昆一^■^^^^^^^J^^^^^^.^■^^.ー.^■^^^^^^^4、.、、^^^^^^..^、

指標1特定健診等の実施率
【評価割合】実施宰陸0踵実施率の対前年度上昇幅*Q、実施件数の対前年度上昇率:尖0'

指標2特定保健指導の実施率
【評価割合1 実施串:冬川実施率の対前年度上昇幅:型主踏実施件数の対前年度上昇率:部狸●

指標3特定保健指導対象者の減少率
【評価割合】減少率doo%

窺標_4倭疫機闘△の含論勧途宣創だ二鑒讃郵、者の区療俄閏受診念
【評価割合】受診率:5096 受診率の対前年度上昇幅:50%

指標5後発医薬品の使用割合
【評価割合1 使用割合:50%使用割合の対前年度上昇幅:50%

現行の評価指標

^^^^^^^^^'^^^^.^^^^

加算減算の効かせ方の見直し

^^^^^

S現行Σ

》ムー(和3年度

上位23支郡二釜数志都壁減算対魯

・・・・・・・・・・・・・,・・・・1 ・・・,・・・・・,・・,・・・・・,・

合計

配点

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

令和4年度以降の実績の評価に適用し その結果を令和6年度以降のし>
都道府県単位保検料串に反映さぜる'

※上記の青字は見直し前の箇所であり、赤宇は見直し後の箇所。

、n

劃
一皿

＼、

現行制度の枠組みのあり方に関する見直し

旦註

0現行制度の枠組みのあり方に関する見直しにっいては、今回の見直し後の制度運営状況、特定健診・特定保健指導の効果に係る研究成果、今後の政府による保険者インセンティブ
制度に対する方針、健保,共済における後期高齢者支援金加算・減算制度の実施状況等を勘案し、3年後を目途に、改めて検討を行うこととする。 2斗J

■^、^^,.^.^^^^^^.^^^^^

指標1特定健診等の実施率
【評価割合】実施率.5Q9力実施率の対前年度上昇幅

50

指標2特定保健指導の実施率
【評価割合】実施率;5U斗b 実施率の対前年度上昇幅:Z§匝実流件數の対前年度上昇率:2旦匝

50

指標3特定保健指導対象者の減少率
【評価割合】減少率:100兆
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ーーーーf-・

【評価割合】受診率:50%受診率の対前年度上昇幅声0%
42.尿 b 鱒

見直し後の評価指標

指標5後発医薬品の使用割合
【評価割合】使用割合:50%使用割合の対前年度上昇幅:50%

の ^
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機密性2

令和5年度都道府県単位保険料率及ぴ事業計画・予算の決定に向けたスケジュール(現時点での見込み)

運営委員会

【主な議題】

0,定款変更<付議>
(令和5年度都道府県単位保険料率等
の決定)

1月

支部評議会

匝可

'支部長からの
.意見の申出
^^^^^^^^^^^^^^^

・令和5年度都道府県単位保険料率

その他

'

・令和5年度支部事業計画案

・令和5年度支部保険者機能強化予算案

、

2月

(備考)
国

◆運営委員会の議題にっいては、令和4年12月末時点で想定されるものであり、変更があり得る。

〔'織J

、、

【主な議題】

0 令和5年度事業計画・予算<付議>

3月

匝ヨ

更なる保健事業広報等

保険料率
の認可等

'甲

・令和5年度支部事業計画

・令和5年度支部保険者機能強化予算

保険料率の広報等

※ 3月に評議会を開催しない支部においては、

適宜、評議員へ報告すること。

事業計画、
予算の認可等

25

20001126
テキスト ボックス



、＼.




